
・地域の要望等
H２３.７.２１：福島県知事より当該事業区間を含む東北中央自動車道の早期開通  を国土交通省
に要望

・経緯
H２３.７.２２  ：東北中央自動車道が通る概ねの範囲の公表と意見募集

Ｈ２３.８.１２  ：東北中央自動車道が通る概ねのﾙｰﾄ及び出入り口の位置の公表と意見募集

H２３.８.３０  ：東北中央自動車道ルート決定公表

○防災・災害時の救助活動等
【緊急輸送物資の円滑な輸送の確保】
・東日本大震災では、沿岸部の現道が  
寸断され横軸「くしの歯」により救援・  
救助。また、原発事故でいまだ寸断  
状態（図２、３、４）

・現道は、緊急輸送路だが、隘路  
（Imax＝5.6％、Rmin＝60ｍ）、通行規  
制区間が障害である上、通行止め多  
数発生、安全性・信頼性確保が必要  
（図４）

１．事業概要

２．必要性の評価

図２  被災エリアと各種拠点

○地域経済・地域社会
【地域経済・文化中心都市への速達性向上】
・沿岸部～中心都市（福島市）は、1時間圏外

【内陸部～沿岸部の連携強化】
・東北有数の集積地で、基幹産業である製  
造業の早期再生・支援が必要（図６）
・内陸部との連携による物流増大、コンテナ  
貨物に対応した整備を進める相馬港との連  
携が必要
・多くの企業が沿岸部～内陸部の連携拡大、  
輸送時間短縮を求めている（図７）

【産業拠点の分断防止】
・広域観光を推進する観光圏の支援が必要

（１）課題の整理

（２）事業の必要性

○住民生活
【救急医療施設への速達性向上】
・沿岸３市町の3次救急医療施設は福島市  
の施設となり高次医療施設への速やかな  
搬送ルート確保が必要不可欠（図５）

【救助・救援活動の支援】
・広域陸上輸送拠点、自衛隊駐屯地な  
どの災害復興拠点や病院が集積する  
内陸部との連携強化が必要（図２）

図１  新たに事業化する区間

図３  震災後の現道交通量 図４  土砂崩れによる通行止（H18.6、約１ヶ月）

図５  現在の高次医療60分カバー圏

東北中央自動車道（相馬～霊山）に係る新規事業採択時評価
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図７  中央道の整備によって想定される企業  
活動へのメリット（アンケート回答割合）

資料：H21米沢・福島北部地域企業ヒアリングN=54  
（効果ありと回答した企業対象）

高次医療機関60分圏
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【相馬市】（H13～H21）
出荷額1.4倍（+613億円）
従業員1.2倍（+672人）
立地16件（H15～H19）

【相馬市】（H13～H21）
出荷額1.4倍（+613億円）
従業員1.2倍（+672人）
立地16件（H15～H19）

図６  福島市・相馬市の製造出荷額の伸び  
（H13＝1.0）

資料：工業統計

※沿岸3市町：相馬市、南相馬市、新地町

【福島市】
出荷額３位（東北管内）

【福島市】
出荷額３位（東北管内）

・区間  福島県相馬市今田～福島県伊達市霊山町下小国

●通行止●通行止1111回回/10/10年（年（H11H11～～H20H20））

●●通行規制区間（当該事業区間約通行規制区間（当該事業区間約５５ｋｍ）ｋｍ）

【他交通機関への利便性向上】
・内陸地域から物流拠点である相馬港への時  
間距離が大きく、産業等で不利

カバー率
相馬市  ０.４％
沿岸3市町  ５．１％

カバー率
相馬市  ０.４％
沿岸3市町  ５．１％

東日本大震災被災地と内陸との強力な連携を促進することによる被災地の早期  
復興の支援、平常時も含めた救急搬送圏域の拡大による安全・安心を確保する  
ため、高規格幹線道路ネットワークを形成し速達性を確保する本事業の実施が  
必要である。

そうま  いまだ  だ  て  りょうぜんまちしもおぐに

資料６

１

警戒区域警戒区域



○住民生活
【救急医療施設への速達性向上】
・沿岸地域の３次救急医療施設である県立医大病  
院（福島市）の６０分圏が拡大し、速達性が向上  
（図１０、１１））

○地域経済・地域社会
【地域経済・文化中心都市への速達性向上】
・２次生活圏中心都市間（福島市、相馬市）の所要  
時間短縮により広域的な連携
相馬市～福島市  ７８分  →  ５６分  （２２分）

【内陸部～沿岸部の産業連携強化】
・沿線に集積する工業団地から高速ICへの連絡時  
間を短縮し、新規の企業立地の促進が期待
・内陸部～重要港湾相馬港への連絡時間を短縮し、  
域内港湾利用率向上、取扱い貨物増加が期待
工業拠点～相馬港  ８０分→６０分  （２０分）

【産業拠点の分断防止】
・ふくしま観光圏の連絡時間短縮により滞在時間  
が増加（２０分増加）し、広域周遊観光による地域  
活性化に期待

【救助・救援活動・復興の支援】
・救援物資輸送拠点が集積する福島市～沿岸地域（被災地）間の連絡時間を短縮
相馬市～福島市  ７８分  →  ５６分  （２２分）

３．有効性の評価

図１０  高次医療60分カバー圏の変化

現況

将来・県立医大

将来・その他病院

【高次医療60分圏】

図１１  被災地の高次医療60分圏  
人口の変化

※福島市内・伊達市内の15工業団地の平均所要時間
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（２）当該事業による効果
○防災・災害等の救助活動等
【緊急輸送物資の円滑な輸送の確保】
・隘路区間及び通行規制区間を解消し、沿岸部と内陸部を結ぶ横断軸が強化さ  
れ、幹線道路の信頼性や速達性が向上

図９  主要拠点間連携イメージ

①主要都市・拠点間の防災機能

●相馬市～福島市の評価

【評価：◎】

【評価：◎】②ネットワーク全体の防災機能

・災害時における、当該リンク周辺の市町村から、県庁所在地（福島市）や隣接市町  
村等までの、通常時と災害時の到達時間の遅れの程度（弱点度）及び改善の程度

事業箇所 弱点度（整備前） 弱点度（整備後） 改善度

阿武隈東～
阿武隈

相馬～相馬西
(相馬～国見IC)

通常時に比べ
９．６倍の時間を所要

通常時に比べ
１．３倍の時間を所要

災害時の所要時間
が０．１倍に短縮

（１）ネットワーク上のリンクとしての防災面の効果

（３）事業の有効性

・当該事業の実施により、ネットワーク上のリンクの評価がＤランク→Ｂランクに改  
善し、防災機能が強化される。

・内陸部～沿岸部間の信頼性・安全性の高い緊急輸送路確保など津波への適応  
性が改善するとともに、速達性の向上（３次救急医療施設６０分圏域人口が１６％  
増加）により救急搬送の改善や地域間の連携が促進され、東北地方全体のリダン  
ダンシーの向上につながるなど、優先度の高い事業と評価する。

【評価：◎】

【評価：◎】

【評価：◎】

耐災害性 多重性

Ｄ なし なし

Ｃ なし あり

Ｂ -あり

Ａ ありあり

沿岸地域の３次救急医療施設６０分圏域人口が  
約２．６万人（２１％）と現況に比べ１６％増加  

沿岸地域の３次救急医療施設６０分圏域人口が  
約２．６万人（２１％）と現況に比べ１６％増加

（目標）
現  況  →  整備後

評価

（Ｂ）  
Ｄ → Ｂ

◎

区間
概略延長  
（km）

構造規格
設計速度  
(km/h)

事業費  
（億円）

Ｂ／Ｃ

阿武隈東～阿武隈 5
1種3級 80

150 1.0 1.1
（相馬～霊山）相馬～相馬西 6 220 1.4

４．事業化する区間の延長、構造規格等
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２

伊達市伊達市

郡山市郡山市

二本松市二本松市

福島市福島市

いわき市いわき市
（小名浜港）（小名浜港）

相馬市相馬市

南相馬市南相馬市



【平面図】
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３

特殊通行規制区間（土砂崩壊）
異常気象時通行規制区間

（連続雨量120mm）

新規事業化区間
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